
３
学
年 

現
代
文
Ｂ 

臨
時
休
業
中
課
題
２ 

 
 

 
 

 
 

 

提
出
は
、
次
回
の
登
校
日 

 

前
回
の
課
題
で
調
べ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
最
も
関
心
の
あ
る
一
つ
を
選
び
、
小
論
文
を
書
き
な
さ
い
。 

 

《 

キ
ー
ワ
ー
ド 
》 

 

老
々
介
護 

 

５
Ｇ 

 

非
正
規
雇
用 

 

夫
婦
別
姓 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ 

 
 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク 

 

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス 

 
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

 

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

 

《 

書
式 

》 

★ 

原
稿
用
紙
を
横
長
・
縦
書
き
で
使
用
す
る
。 

表
面
の
右
側
・
余
白
に
、
ク
ラ
ス
・
番
号
記
す
。 

裏
面
に
、
（
１
）
構
成
メ
モ
を
書
く
。 

表
面
に
、
４
０
０
字
を
用
い
て
（
２
）
小
論
文
を
書
く
。 

※ 

原
稿
用
紙
は
Ａ
４
版
を
使
用
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
す
る
。 

 （
１
）
原
稿
用
紙
の
裏
面
に
、
こ
の
形
式
で
、
構
成
メ
モ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

① 

キ
ー
ワ
ー
ド
の
定
義 

選
ん
だ
語
句 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

② 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ
る
問
題
点 

     

③ 

あ
な
た
の
意
見 

    

   



《 

構
成
の
立
て
方 

》 
 

★ 
構
成
は
、
三
段
落
で
組
み
立
て
る
。 

各
段
落
の
初
め
は
、
一
字
下
げ
る
。 

 
 

以
下
を
、
段
落
の
内
容
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
し
て
ほ
し
い
。 

 

① 

キ
ー
ワ
ー
ド
の
定
義 

 
 

ど
ん
な
意
味
を
持
つ
語
句
な
の
か
。 

／ 

今
、
ど
ん
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
な
の
か
。 

 

 
  

ど
う
し
て
語
句
が
成
立
し
た
の
か
。
／
具
体
的
に
、
ど
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
。 

 
 

な
ど 

② 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ
る
問
題
点 

 

今
、
ど
う
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

／ 

そ
の
語
句
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
問
題
点
が
あ
る
の
か
。 

な
ど 

③ 

あ
な
た
の
意
見 

 

ど
う
し
た
ら
問
題
点
を
解
決
で
き
る
の
か
。 

／ 
 

私
た
ち
は
、
今
、
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
。 

 

 

社
会
全
体
と
し
て
は
、
今
、
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。 

／ 

問
題
点
は
解
決
可
能
な
の
か
。 

 
 

 

な
ど 

 

 
 

 

※ 

５
つ
調
べ
た
関
連
ワ
ー
ド
を
、
文
中
に
使
う
と
良
い
。 

 
 

 

※ 

何
を
し
た
ら
良
い
の
か
は
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
提
案
す
る
。 

 

（
２
）
原
稿
用
紙
の
表
面
に
、
小
論
文
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

《 

書
き
方 

》 

注
意 

原
稿
用
紙
の
中
に
、
ク
ラ
ス
・
番
号
・
氏
名
や
タ
イ
ト
ル
は
書
か
な
い
こ
と
！ 

 

（ 

１
行
目
か
ら
内
容
を
書
き
始
め
る 

） 

 

★ 

４
０
０
字
で
書
く
。 

 
 

※ 

ど
ん
な
文
で
も
、
指
定
さ
れ
た
字
数
の
８
割
以
上
（
今
回
は
３
２
０
字
）
は
、
必
ず
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

逆
に
指
定
字
数
を
超
え
て
、
書
い
て
は
な
ら
な
い
。 

 

★ 

文
は
、
常
体
（「
だ
・
で
あ
る
文
体
」
）
で
書
く
。 

（
例
） 

だ
、
た
、
で
あ
る
、
だ
ろ
う
、
か
も
し
れ
な
い
、
て
い
る
、
に
な
る
、
思
う
、
考
え
る
、
感
じ
る
、
心
配
さ
れ
る
、 

で
は
な
い
か
、
し
た
い
、
な
ど 

 
 

※ 

な
る
べ
く
、
文
末
は
様
々
な
違
う
形
に
す
る
と
良
い
。
例
え
ば
「
思
う
」「
思
っ
た
」
ば
か
り
繰
り
返
し
使
う
の
は
、

良
く
な
い
。 

 

★ 

原
稿
用
紙
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、『
チ
ェ
ッ
ク
＆
ワ
ー
ク
』
Ｐ
６
４
、
ま
た
は
『
国
語
便
覧
』
ｐ
４
３
８
を
読
む
。 

 

小
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
便
覧
』
Ｐ
４
２
０
～
４
２
１
を
読
む
。 

 《 

小
論
文
の
評
価
基
準 

》 

長
さ 

 

Ａ
…
８
割
以
上 

 
 

Ｂ
…
８
割
未
満
、
５
割
以
上 

 
 

Ｃ
…
５
割
未
満 

 

文
体 

 

Ａ
…
常
体
で
、
同
じ
文
末
が
３
つ
以
下 

 

 

Ｂ
…
同
じ
文
末
が
４
つ
以
上
あ
る
、
ま
た
は
一
カ
所
以
上
、
敬
体
（「
で
す
・
ま
す
体
が
混
ざ
っ
て
い
る 

 

 

Ｃ
…
文
体
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
同
じ
文
末
が
４
つ
以
上
あ
る 

 

構
成 

 

Ａ
…
指
示
通
り
の
構
成
と
な
っ
て
い
る 

 

Ｂ
…
構
成
の
段
落
の
内
容
が
一
部
違
っ
て
い
る 

 
 

 

Ｃ
…
構
成
の
指
示
を
無
視
し
て
い
る
、
ま
た
は
三
段
落
で
書
い
て
い
な
い 


